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山川直樹（スクールリーダーシップ開発専攻） 
生 き る 力 
 
１．教育を考える一言 
「アマゾンのジャングルで 1 人でも生き残る術を教えているのです。」 
２．背景 
ブラジル、ポンペイヤ市、西村農工学校創設者である西村俊治先生の言葉である*。2005
年、北海道から農業、商業、工業高校に通う生徒を引率してブラジルを訪れた時である。
サンパウロ市から南東へ 200km ほど移動したところにポンペイヤ市があり、そこに研修
でお世話になった西村農工学校がある。大手農機具メーカーJACTO の創設者でもある西
村俊治氏が私財を投じて開校した実業高校である。全寮制男子校であり、規則を破ると即
退学、食事は、生産、調理から自分たちで行う。まるで軍隊のような学校であったが、多
くの優秀な人材を輩出していることから、全伯から生徒が望んでやってくる。（私学のため
裕福な家庭が多い） 
すべては当番制で野菜・フルーツ・花の管理、牛・豚・鶏等の家畜管理、農業機械の整
備・修理、食事の用意・片付けなど朝から夜まで働いている。もちろん通常の授業も行わ
れている。そこに通う生徒たちと生活を共にさせていただきながら、日本とは違う高校生
活を体験してきた。生徒は全員ナイフを持ち歩き、農作業で器用に用いていた。一番印象
に残っているのは、豚の屠殺である。自分たちの食べる豚を大きなハンマーで頭部を打ち
付け、血抜き、皮むきから解体まで手際よく進めている光景を目のあたりにして引率した
生徒同様にショックを受けた私は、西村先生に質問をした。「なぜ、このような教育を実践
しているのですか？」と聞くと、「アマゾンのジャングルで 1 人でも生き残る術を教えて
いるのです」「便利な時代にはなったが、どんなところでも食料を確保し、機械を直し、安
全と生活を手に入れるための生きる術です」という言葉がかえってきた。 
３．考察 
将来、自立して生活していく若い世代は、義務教育、高校教育あるいは大学教育におい
て何を学んだのだろうか。情報あふれる社会の中で必要な情報を取捨選択できているのだ
ろうか。ある生徒は、ガタガタする歪んだ机を直す方法を知らない。箸を忘れてお弁当を
食べない。鍋の底に残ったおかずをお玉ですくうことができない。自分の持ち物を無くし
ても気がつかない。自分の物かどうかわからない。 
新学習指導要領の基本的なねらいとして「生きる力」の育成が記述されている。教育基
本法改正で明確になった教育の理念を踏まえたものであるが、確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力の知・徳・体をバランスよく身につけさせることが「生きる力」となると書か
れている。だが本当にそれだけでよいのかと考えさせられた西村先生の言葉であった。極
論とも言える内容であったが、日本の学校教育に求められる「生きる力」とは何かをもう
一度考えたい。 
 
*西村俊治氏は、1932 年 21 歳の時、日本の経済状況をみかね、新天地を求めブラジルへ
の移住を決意した。耕地で働きながら資金を貯め、学校へ通う。農機具の特許取得がき
っかけに、JACTO グループを創設。 
 
